
※期間別騰落率の各計算期間は、基準日から過去に遡った期間の応答日(休日の場合は前営業日）までとします。
※2019年9月30日の値を100として指数化
※出所：FactSetのデータを基に明治安田アセットマネジメント作成
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野村BPI総合指数の推移
（期間：2019年9月30日～2020年10月16日）

0.19

▲0.23% ▲1.48%

※最新の「投資環境見通し」もご覧ください。
https://www.myam.co.jp/market/outlook/upload_pdf/202010_outlook.pdf
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NOMURA-BPI総合
（騰落率）

387.15 0.11% ▲0.01%

10年国債利回り（日本、％）
（変動幅）

0.02 ▲0.01 0.01 0.02
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マーケットの動き（2020年10月12日～10月16日） 日本国債利回りの推移
（期間：2019年9月30日～2020年10月16日）

投資環境見通し（2020年10月）

変動幅（騰落率）

前週比 1ヵ月前比 6ヵ月前比 1年前比
10月16日

先週の国内債券市場は、前週末比でほぼ横ばいとなりました。
週初は、超長期ゾーンの流動性供給などから、超長期金利を中心に上昇したものの、週後半に
かけては、欧米市場における金利の低下や、同ゾーンへの押し目買いがサポートとなり、国内
金利は低下、最終的に前週比でおおむね横ばいの水準で週を終えました。
クレジット市場は、前週の大型起債を経ても売りがかさむ展開にはならず、スプレッドも安定
的に推移しました。

国内長期金利はレンジ内で推移
コロナ禍で各国中央銀行による緩和的な金融政策の長期化が予想されますが、日銀は
副作用に対する懸念からマイナス金利の深掘りに踏み出せない状況となっています。
ただし、イールドカーブ・コントロールは今後も継続されることから、国内長期金利
は引き続き狭いレンジでの動きにとどまると予想しています。また超長期国債につい
ては、増発分と日銀の無制限買入で需給環境の悪化には至らず、日本経済の回復ペー
スの遅れを背景に金利上昇圧力は限定的と考えています。
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